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事業環境の概況事業環境の概況

エレクトロニクス
産業

自動車産業

●MPUパッケージ基板向け

銅めっき薬品の売上が増加

●一般プリント配線板向け銅
めっき薬品の売上も増加

●電子部品向けスズめっき
薬品の売上が増加

●韓国におけるパッケージ基板
向け銅めっき薬品売上が増加

●中国におけるプリント配線板
向け銅めっき薬品の売上が
本格化

●台湾の市況が回復

●自動車の生産台数は国内
向けが減少、輸出が増加

●めっき薬品の売上が横ばい

●中国におけるめっき薬品の
売上は４％増加

●韓国におけるめっき薬品

の売上は４％増加

国 内 海 外
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08/3月期 決算08/3月期 決算

687 627 291 260
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580640
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売上高 営業利益 経常利益 当期利益

実績 計画

101.４％

111.9％
108.1％107.3％

売
上
・利
益

目
標
達
成
状
況

（単位:百万円）
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08/3月期の概況(連結)08/3月期の概況(連結)

△６８．０２９１９１１２９５．４８７２２当 期 利 益

１０４

１２４

１４６

１，００２

１，１４８

２，６６４

４Ｑ

０８／３月期

―

△１６．２

△１２．０

１１．８

８．０

１５．８

増減（％）

対前年比

△１６

１４８

１６６

８９６

１，０６３

２，３００

４Ｑ（参考）

０7／３月期 対前年比０８／３月期０７／３月期

△６２．８５７３１，５４５税引前利益

△３７．８６２７１，００８経 常 利 益

△３２．９６８７１，０２３営 業 利 益

１３．１３，９２９３，４７２販 管 費

２．６４，６１６４，４９６売上総利益

５．９

（約９．５）

１０，２４４

（約１０，５９６）
９，６７７売 上 高

増減（％）期末期期末（参考）

（単位：百万円）

注： 現地法人化に伴い、08/3月期は台湾と韓国の０８年１月、２月、３月の売上

（約３億５２百万円）が連結されていません。
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セグメント別売上高の推移（連結）セグメント別売上高の推移（連結）

1,594 1,690 1,726 1,600 1,731 1,664 1,635
1,872

366 276 233
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243 272 314
352
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2,664
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売上高・営業利益・営業利益率の推移売上高・営業利益・営業利益率の推移
売

上
高

・
営

業
利

益
（
百

万
円

）
営

業
利

益
率

2,674
2,546

2,156
2,300 2,350

166 94 166
279

146

2,482
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2,746
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営業利益及び販管費の推移営業利益及び販管費の推移
営

業
利

益
・
販

管
費

（
百

万
円

）
売

上
高

販
管

費
率

（
％

）

256 344
255 166 94 166

279
146
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896 1035840

35.7% 37.6%
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貸借対照表 要約 （連結）貸借対照表 要約 （連結）

３９５7.7８３５4.6440短期借入金

１，０４８17.3１，８７８8.7829固定負債

９9.0９７２10.1963たな卸資産

４１７10.5１，１４４7.6726投資その他の資産

２８５28.9３，１４０30.02,855有形固定資産

２４１33.7３，６５３35.93,412流動負債

△８３17.4１，８８８20.01,971支手及び買掛金

１，３３３

４３

１，２８９

８４７

１，３３３

７０４

２３３

４１５

６２８

対07/3月

増減額

100.0

49.0

51.0

10.6

100.0

39.7

29.7

19.0

60.3 

構成比

１０，８５１

５，３１９

５，５３２

１，１４７

１０，８５１

４，３１１

３，２１８

２，０６４

６，５４０

0８/３月

44.64,242負債合計

55.45,275純資産（資本）合計

37.93,606   固定資産

100.09,518資産合計

31.32,984受手及び売掛金

17.31,648現金及び預金

3.1300長期借入金

100.09,518負債・純資産合計

5,912

07/3月

62.1

構成比

流動資産

（百万円、％）

自己資本比率 54.9％ 48.7％
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キャッシュ・フローの状況 （連結）キャッシュ・フローの状況 （連結）

1,078△279財務活動によるキャッシュフロー

1,8551,648現金及び現金同等物の期末(中)残高

△1,251△971投資活動によるキャッシュフロー

382548営業活動によるキャッシュフロー

０８／３月０７／３月（百万円）

税引前当期純利益 573百万円 売上債権の増加 △233百万円
たな卸資産の増加 5百万円 法人税等支払 △440百万円

有形固定資産取得による支出 △474百万円
投資有価証券取得による支出 △629百万円

株式の発行収入 19百万円 長期借入金の返済 △545百万円
配当金の支払 △175百万円 長期借入 1,740百万円

営業営業
活動活動

投資投資
活動活動

財務財務
活動活動



中期経営計画 ０９/３月期～１１/３月期中期経営計画 ０９/３月期～１１/３月期
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事業環境の概況事業環境の概況

エレクトロニクス
産業

自動車産業

●全体として横ばい

●ハイエンド基板は成長が
見込まれる。

●韓国は順調に成長傾向

●中国は基板市場全体が成長
の見込み

●台湾はハイエンド基板市場の
成長が見込まれる

●自動車の生産台数は国内
向けが減少、輸出が増加

●めっき薬品の売上は横ばい
の見込み

●中国ほかの新興国において
市場は拡大の見込み

国 内 海 外
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中期経営計画 ０９年３月期～１１年３月期中期経営計画 ０９年３月期～１１年３月期

5,866
6,612 6,902

7,802
8,840

10,007

1,020

1,104
1,182

1,374

1,629

1,865

1,659

1,960
2,160

2,920

3,203

3,476

0

468

928

997

0

0

687
1,0231,080 1,090 1,489 1,734

0

2,000

4,000
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16,000

18,000

薬品 関連資材 装置

ドライ 営業利益

09/3

売
上

高
・
営

業
利

益
（
百

万
円

）

１４,６０１

８，５４６ ９，６７７

１０，２４４

１２，５６６

１６,３４５

８．７％

１，０９０

１２，５６６

08/3 11/310/307/306/3

１０．６％１０．２％１０．６％１２．６％営業利益率

１，７３４１，４８９１，０２３１，０８０営業利益

１６，３４５１４，６０１９，６７７８，５４６売 上 高

６．７％

６８７

１０，２４４

８．７％

１，０９０

１２，５６６

08/3 11/310/307/306/3

１０．６％１０．２％１０．６％１２．６％営業利益率

１，７３４１，４８９１，０２３１，０８０営業利益

１６，３４５１４，６０１９，６７７８，５４６売 上 高
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国内 海外

ﾋﾞｱﾌｨﾙ用銅めっき薬品売上推移

５７％

４６％

５０％

１２％
１７％

約１０億円

主力製品の海外売上成長主力製品の海外売上成長
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42期 43期 44期 45期 46期 47期 48期

百万円

タイ現地生産 中国現地生産 国内出荷分 国内 全社

POP用めっき薬品売上推移
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５００
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成長期

起業期

躍進期成熟期

転換期

2003年9月MBO

（再生期）

完成期

2005年12月東証2部上場

上海現法設立

2005年3月売上高75億円

2008年3月

2011年3月売上高163億円目標

（国内・海外 売上比率50：50）

売上高102億円

2002年3月
創業以来初の赤字

2000年台湾支店設立

韓国支店設立

タイ現法設立

メキシコ合弁会社設立

インド合弁会社設立

輪をスパイラルに

回すのは技術開発
力と市場開拓力

台湾、韓国現法化
（実質売上高106億円）

2009年3月売上高125億円目標

当社のライフサイクルと再生・継続当社のライフサイクルと再生・継続
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休 息

開 墾

種まき

開 花

結 実

収 穫

ドライ事業への参入

サンプル加工を開始

ｽﾊﾟｯﾀﾘﾝｸﾞによる色と
装飾ﾃﾞｻﾞｲﾝ

ｽﾊﾟｯﾀﾘﾝｸﾞ多層光学膜によるｶﾗｰﾘﾝｸﾞ処理事業目前

VFⅡとPOP装置、薬品

海外で急成長

次世代超高密度配線用
薬品の開発に着手

ｽﾊﾟｯﾀﾘﾝｸﾞ装置によるｶﾗｰﾘﾝｸﾞ

ﾌﾟﾗｽﾞﾏ装置によるﾃﾞｽﾐｱ、ﾃﾞｽﾐｱ
ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ、ｿﾌﾄｴｯﾁ

VFⅣ ＆ TF ﾌｨｰﾙﾄﾞ

ﾃｽﾄ開始

ﾌﾟﾗｽﾞﾏ装置の全自動化

契約交渉及び実験装置の貸出し申込み多数

ウェットとドライの融合

と ﾄｯﾌﾟｺｺｰﾄ

のは市場開拓力

この輪を拡大する

研究開発の継続と商品サイクル研究開発の継続と商品サイクル
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基本方針基本方針

売上高売上高 ・・・・・・ １６３１６３億円億円
営業利益率営業利益率 ・・・・・・ １０％超１０％超

研究開発市場の開拓

ウェットプロセスとドライプロセスを融合ウェットプロセスとドライプロセスを融合するする
表面処理総合メーカーへ表面処理総合メーカーへ

２０１２０１１１年３月期目標数値年３月期目標数値
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０９/３月期事業計画（連結）０９/３月期事業計画（連結）

118.7４３．６５，４７５４，６１６売 上 総 利 益

111.5３４．８４，３８４３，９２９販 管 費

対前年比（％）
09/3月期 計画

08/3月期

２９１

６２７

６８７

１０，２４４

158.6８．７１，０９０営 業 利 益

122.7１００．０１２，５６６売 上 高

５．０

８．１

対売上比（％）

162.8１，０２２経 常 利 益

217.3６３３当 期 利 益

（百万円）

セグメント別売上計画（連結）

薬品関連資材事業

装置事業

1,374（16.2%増加）

2,920（35.3%増加）

単位：百万円（前年比）

7,802（13.0%増加）

仕入

薬品

めっき装置

ドライ装置 468（－）
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●カラーリング用スパッタリング装置の
一般販売は継続性に問題があり、合
弁事業による加工業に進出する。

●合弁会社へのスパッタリング装置の
販売と合弁会社からの配当により収益
を得る。

ステンレス

プラスチック

マグネシウム

飛躍：ドライ事業の具体化 スパッタリング装置飛躍：ドライ事業の具体化 スパッタリング装置
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●新規事業として、プリント配線板業
界へのめっきの前処理用としてプラ
ズマ装置を販売する。

●ハイエンド基板においてはウェット
によるめっき前処理に限界があり、
不良率が高い。

●ウェット技術とドライ技術との融合
という新たなアプローチによりこの問
題を解決し、新規顧客の獲得を目指
す。

飛躍：ドライ事業の具体化 プラズマ装置飛躍：ドライ事業の具体化 プラズマ装置
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海外ネットワークの充実海外ネットワークの充実

海 外

ネットワーク
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配当予想配当予想

年間期末中間

30円

30円

1株あたり配当金

30円

30円

60円

60円

平成20年3月期

（実績）

平成21年3月期

21年3月期中間・期末配当予想

今後も、業績に応じて積極的に株主様への還元を行っていく方針でございます。



当社ホームページ
のご案内

この資料には、当社の現在の計画や業績見通しなどが含まれております。それら将来の計画や

予想数値などは、現在入手可能な情報をもとに、当社が計画・予測したものであります。実際の

業績などは、今後の様々な条件・要素によりこの計画などとは異なる場合があり、この資料はそ

の実現を確約したり、保証するものではございません。

http://www.eu.ebara.com/


